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令和４年松茂町議会第１回定例会会議録 

第１日目（３月４日） 

                                         

午前１０時００分開会  

○議会事務局長【多田雄一君】  ただいまから、令和４年松茂町議会第１回定例会の開

会をお願いいたします。 

 まず初めに、佐藤議長からご挨拶がございます。 

○議長【佐藤禎宏君】  皆さん、おはようございます。 

 令和４年松茂町議会第１回定例会の開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ３月に入りまして本当に暖かくなってまいりました。春の気配を感じるようになってま

いりました。プロ野球のオープン戦も始まり、春はもうすぐそこまで来ております。 

 本日は、第１回定例会に議員の皆様の全員のご出席をいただいております。ありがとう

ございます。また、町からは吉田町長はじめ、教育長、各部長、各課の課長のご出席をい

ただいており、ありがとうございます。 

 ３月議会は、新年度の当初予算などを審議していただくようになっております。また、

この後、吉田町長から新年度予算についての所信表明等がございますので、十分ご審議を

お願いいたしまして、簡単でございますが、開会のご挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  ただいまの出席議員は１２名で、地方自治法第１１３条による

定足数に達しております。 

 よって、令和４年松茂町議会第１回定例会は成立いたしました。 

 ただいまから令和４年松茂町議会第１回定例会を開会いたします。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  吉田町長から招集の挨拶があります。 

 吉田町長。 

○町長【吉田直人君】  皆さんおはようございます。 

 議長もおっしゃったように、３月に入りまして寒さも衰え始めております。草木の芽も

膨らんで春を待つばかりとなりました。新型コロナウイルスにつきましては、オミクロン

株ということで猛威を振るっておりますが、現在は、町といたしましては、３回目のワク
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チンの接種を推進しているところでございます。 

 本日は、令和４年松茂町議会第１回定例会の招集をお願いいたしましたところ、議員の

各位には、公私とも大変お忙しい中、ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。

平素より、松茂町の発展、福祉の向上のためご尽力をいただいておりますことを、この場

をお借りしまして、感謝を申し上げます。 

 さて、第１回定例会におきましては、先ほどもおっしゃったように、令和４年の当初予

算という重要な課題がございます。この後、私の方にいたしましても、所信表明で町政に

臨む基本的な考え方を申し上げますが、笑顔あふれる松茂町ということを目指しましてこ

れからも頑張ってまいりますので、議員の皆様には、ご協力、ご理解をいただきまして、

全案件が可決決定賜りますようなことをお願いいたしまして、簡単でございますが、招集

のご挨拶にかえさせていただきます。今回もよろしくお願いいたします。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  これから本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ちまして、諸般の報告を行います。 

 監査委員から、毎月実施しております月例出納検査の結果、「各会計とも収支適正であ

ると認められる」と議長宛てに報告書が提出されておりますので、報告しておきます。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  これから本日の日程に入ります。 

 本日の議事日程は、お手元に印刷配付のとおりでございます。 

 日程第１、「会議録署名議員の指名」について行います。 

 本会議の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、議長において、９番佐

藤富男議員、及び１０番春藤議員を指名いたします。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  日程第２、「会期の決定について」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、３月４日から３月１８日までの１５日間としたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【佐藤禎宏君】  異議なしと認めます。 

 よって、会期は３月４日から３月１８日までの１５日間と決定いたしました。 
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○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、日程第３「諸般の報告」を行います。 

 まず、最初に、松茂町ほか二町競艇事業組合の令和３年度の事業実施報告を、組合議会

議員の森谷靖議員にお願いいたします。 

 森谷靖議員。 

○７番【森谷 靖君】  皆さんおはようございます。 

 議長のお許しをいただきましたので、松茂町ほか二町競艇事業組合について、令和３年

度の議会及び事業に係る諸般の報告を申し上げます。 

 まず、組合議会につきましては、令和３年３月２２日に令和３年の定例会を開催し、令

和３年度の当初予算などを審議いたしました。 

 また、令和３年７月１６日には臨時会を開催し、組合構成町議会の改選に伴う議長及び

副議長の選挙を行い、議長には松茂町の藤枝議員、副議長には北島町の灰田議員が就任い

たしております。また、監査委員には板野町の奥尾議員が選任されました。来る令和４

年３月２８日には、令和４年の定例会を開催し、２年ごとに更新を行っております鳴門市

への行政事務委託の協議と令和４年度当初予算、及び令和２年度の決算認定などを審議す

る予定です。 

 次に、事業につきましては、当組合が昭和４２年１月に発足して以来、半世紀以上にわ

たり、モーターボート競走法に基づくボートレース事業を鳴門市と共催し、当組合として

は、１カ月に２日、年間２４日レースを開催しているところです。その収益金は、組合を

構成する３町の一般会計に繰り出しすることにより、各町の財源として大きく貢献をして

まいりました。 

 令和２年度末からは、全国的に新型コロナウイルス感染症により入場制限を行ったこと

により、有料入場人員については、令和２年度は、前年度比３７.９％減の１万３,５３５

人となりましたが、舟券売上金については、外出自粛等の影響により電話投票の売上げが

伸びたこともあり、前年度比１５.８％増、７３億４,０６５万３,９００円となっており

ます。ボートレース鳴門においては、現在１月末日時点での総売上高は約６０２億円とな

っております。 

 このように売上げが順調に伸びておりますことから、組合としては、鳴門市から繰出金

の率について要望を行い、令和２年度からの協定では０.０２％増の０.２５％に改定して

いただきました。令和３年度には、将来にわたる安定期的な組合財源を確保するため、６
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千万円の財政調整基金を積み立てることができます。 

 今後も、好調な売上げを背景に、鳴門市に対して繰出金の増額をお願いしているところ

であり、令和４年度からの新たな協定でも率の改善を協議しているところでございます。 

 令和４年度も、新型コロナウイルス感染症の影響により、入場制限等、先行き不透明な

状況が続くことが想定されますが、平成３０年度から実施しておりますモーニングレース

は好調であり、令和３年度にＧ１レースとして初めてモーニングレースを開催しました。

加えて、令和４年度には、ＳＧレースでありますチャレンジカップが開催され、さらなる

売上げの向上が見込まれます。 

 また、新たなボートレースチケットショップが令和４年度中に吉野川市鴨島町に整備さ

れます。より多くのボートレースファンを広げていくことを期待しております。 

 当組合議会といたしましては、今後も、管理者、また鳴門市と協力関係を密にし、ボー

トレースのさらなる魅力アップと新たなファン獲得への取組を進めてまいる所存でござい

ます。議員各位におかれましても、何とぞ、諸事情をご賢察の上、ご理解、ご協力を賜り

ますよう、よろしくお願いをいたします。 

 以上で、松茂町ほか二町競艇事業組合の令和３年度に係る諸般の報告とさせていただき

ます。 

○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、板野東部消防組合の令和３年度事業実施報告を組

合議会議長の米田利彦議員にお願いいたします。 

 米田利彦議員。 

○２番【米田利彦君】  おはようございます。 

 議長の許可がありましたので、板野東部消防組合議会からの報告をいたします。 

 令和３年度における板野東部消防組合議会の開催につきましては、３回開催しており、

定例会は３月に、臨時会は５月と９月にそれぞれ開催しております。 

 次に、管内の出動件数でございますが、２,６１９件出動しております。その内訳は、

火災が１５件、救急が２,５０７件、救助が２０件、これは、交通事故や工作車の出動で

す。最後に、その他の災害が７７件、これは、たき火や火災報知機の誤報等の出動となっ

ております。 

 火災と救急の件数は、ここ数年ほぼ横ばいの状況でありますが、救急件数につきまして

は、１０年前と比較して１.２倍の増加となっております。 

 次に、予算面でございますが、令和３年度の板野東部消防組合一般会計当初予算額
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は１０億９,７２３万９千円でありました。そのうち、松茂町、北島町、藍住町の分担金

の合計金額は１０億８,６２６万２千円であり、常備消防費における松茂町の分担割合

は２３.２％、北島町が３１.７％、藍住町は４５.１％となり、分団費等の非常備消防費

を加えた本町の分担金総額は２億５,８９３万８千円となっております。 

 次に、令和３年度の主な事業といたしましては、新型コロナウイルス感染症拡大に対応

するため、業務継続計画を策定いたしました。この計画は、コロナ禍において住民サービ

スの低下を招くことなく円滑な業務の遂行を目的としたものであり、迅速かつ正確な救急

搬送活動並びに職員の感染予防の徹底を図る内容となっております。 

 また、本年１月には、板野東部消防組合と海上自衛隊徳島教育航空群との間で災害時の

応援協定を締結いたしました。この協定は、徳島航空基地の周辺地域及び基地構内で発生

した火災や事故などに対し、早期の消防活動を相互に展開することにより被害の軽減を図

るもので、町民の皆様の安全・安心に対する期待にしっかりと応えるものであります。 

 以上、板野東部消防組合の現況報告とさせていただきます。 

○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、板野東部青少年育成センター組合の令和３年度事

業実績報告を組合議会副議長の板東絹代議員にお願いいたします。 

 板東絹代議員。 

○４番【板東絹代君】  おはようございます。 

 議長の許可がありましたので、板野東部青少年育成センター組合の令和３年度の事業に

ついて報告します。 

 まず、最初に、育成センター組合議会について報告します。 

 定例会として年２回、１１月と３月に開催し、臨時会として６月に開催しました。提出

された議案については、慎重審議の上、全てにおいて可決されております。また、今年度

は、昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響により、議員視察研修については中止

としました。次年度につきましては、感染状況を鑑みながら、開催に向けて取り組んでま

いりたいと考えています。 

 次に、育成センター組合の事業について報告します。 

 第１に、街頭補導活動です。 

 午前、午後、夜間街頭補導等を年間約４８０回実施しております。今年度も、コロナの

影響を受けながら、様々な学校行事が延期や中止になり、子どもたちはストレスや不安と

直面しながら生活を送っています。そんな中でも、街頭で子どもたちを見かける機会は少
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なくなり、時間制約がある中で学業や部活動に励んでいるように感じます。育成センター

では、そんな子どもたちが事故や犯罪に巻き込まれないように、定期的な巡回活動を通し

て安心・安全を守っていきたいと考えているところです。 

 第２に、不審者対応です。 

 不審者情報を受理した際には、関係機関へ情報提供をしています。また、今年度は、秋

以降に事案が頻発し、子どもたちが２次被害に遭わないように徹底的な巡回を行いました。 

 第３に、健全育成活動です。 

 小・中学生を対象に、「こうほう」や「リーフレット」を配布し、長期休みに入る前の

注意喚起を図っています。夏休み中に管内の中学２年生の代表者が参加するリーダー養成

研修会では、少年非行や犯罪被害を考える機会をつくることができました。ほかにも、学

校訪問を通して状況の把握に努め、健全な学校生活が送れるような取組を模索しておりま

す。 

 第４は、有害環境浄化活動です。 

 管内の小学５年生、中学２年生を対象に、子どもたちのインターネットへの意識や生活

との関わりについて調査しました。ネットの利用方法について、小学校では主にゲーム、

中学校では動画視聴の割合が多くなっており、おおむね変化はありませんでしたが、長時

間利用する人数が増えてきており、学校生活や成長に影響を及ぼしていることが懸念され

ます。家族等でルールを決め、メリハリのある利用方法について推奨していきたいと思い

ます。 

 第５は、広報・啓発活動です。 

 「まつきたルーム」を開設して２年目が過ぎようとしています。大学生のサポーター希

望や高校生からの質問など、徐々に活動が浸透しつつあります。幅広い目と視点で、困っ

ている方に寄り添えるように取り組んでいきたいと考えています。 

 第６は、松茂・北島子ども若者支援地域協議会です。 

 平成２８年６月２２日に発足した子ども若者支援地域協議会は６年目を迎えました。予

定していた講習会等がコロナの影響で中止になるなど、活動が足踏みしている面もありま

すが、関係機関へ足を運びながら、継続的な支援の呼びかけ等を行っているところです。

松茂町・北島町の子どもたちが健やかに成長できるまちづくりを目指すとともに、地域協

議会の活動にも力を入れていければと考えています。 

 以上で、板野東部青少年育成センター組合の主な事業についての報告を終わります。 
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○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、徳島県後期高齢者医療広域連合に関する報告を川

田副議長にお願いいたします。 

 川田副議長。 

○副議長【川田 修君】  おはようございます。 

 議長の許可をいただきましたので、徳島県後期高齢者医療広域連合議会の報告をさせて

いただきます。 

 このことについて、令和３年８月２日と本年２月９日に徳島県国保会館において定例会

が行われました。 

 ８月の定例会におきましては、副議長の指名推選による議長選挙が行われました。また、

副広域連合長の選任同意をはじめ、令和３年度特別会計の補正予算や、令和２年度の決算

認定など議案５件が提出され、慎重な審議の結果、いずれも原案のとおり同意・可決・認

定がされました。 

 また、代表監査委員から、令和２年度決算審査の結果報告がありました。 

 ２月の定例会においては、副広域連合長の選任同意をはじめ、令和４年度徳島県後期高

齢者医療広域連合一般会計予算を、歳入歳出総額それぞれ１億５,２０６万１千円と定め

ること、及び、令和４年度徳島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算を、

歳入歳出それぞれ１,２８０億２,９６８万６千円と定めること、及び徳島県後期高齢者医

療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例についての３議案を、それ

ぞれ原案どおり可決いたしました。 

 条例改正の趣旨としましては、令和４年度及び令和５年度の保険料率の改定について、

所得割率を１０.４７％、被保険者均等割額を５万６,０４４円とし、また、保険料の賦課

限度額を６４万円から６６万円に変更するというものです。 

 さて、令和２年１２月に閣議決定された全世代型社会保障改革の方針において、少子高

齢化の進展が見込まれる中、現役世代の負担を抑えながら、全ての世代の方々が安心でき

る社会保障制度を構築し次の世代に引き継いでいくという観点から、一定所得以上の後期

高齢者医療被保険者の医療費窓口負担の見直しが行われることとなったことは、昨年の諸

般の報告において申し述べていたところであります。令和３年６月に、全世代対応型の社

会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律が交布され、後期高齢者

医療における窓口負担２割の導入を今年１０月からとすることが決定されました。 

 このような中、広域連合としましても、引き続き、制度改革の動向を注視しながら、被
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保険者の方々が安心して医療サービスを受けることができるよう、市町村や関係機関と連

携を深め、安定した制度運営に努めてまいりたいとの話がありました。 

 以上、簡単ではございますが、徳島県後期高齢者医療広域連合議会の報告とさせていた

だきます。 

○議長【佐藤禎宏君】  以上で、諸般の報告を終わります。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、日程第４、「所信表明」を行います。 

 吉田町長。 

○町長【吉田直人君】  それでは、私から、令和４年第１回定例会の開会に当たりまし

て、町政に臨む基本的な考え方を申し上げます。 

 この２年間、私たちの暮らしは大きく変化しました。変異を重ねながら流行する新型コ

ロナウイルスは、軽症化しているとの報道がある一方で、広範囲に流行することにより医

療の現場に大きな負担をかけています。持病を持っている高齢者などは不安に感じている

ところであり、罹患された皆様にお見舞いを申し上げるとともに、不幸にして亡くなられ

た方々に衷心からお悔やみを申し上げます。 

 今も、国と地方が力を合わせて３回目のワクチン接種を推進しているところであり、今

後、開発が期待される飲み薬の普及とともに、コロナ禍が終息へと向かい、かつての生活

が一日も早く取り戻せますよう、心から願っております。 

 さて、昨年５月に本町の地方創生の拠点としてオープンいたしました交流拠点施設マツ

シゲートは、コロナ禍によりイベントや人の移動が制限される厳しい条件下でのスタート

となりました。定期的な開催を予定しておりましたマツシゲートマルシェも、コロナのた

めに休催とすることが多くなり、現状、安定的な交流人口の創出につながっておりません。 

 そうした中でも、１１月に開催したクラフトフェアとカレーフェスタは、期間中、数千

人規模の来場者があり、多くのにぎわいを創出しただけでなく、インターネットやソーシ

ャルネットワークを通じて全国へ多くの情報を発信しました。また、マツシゲート２階の

ファブスペースには、連日、子どもたちや若者たちが集い、コンピューター技術を駆使し

たものづくりに夢中になっております。一般社団法人松茂まちづくり推進機構が開催する

ＳＴＥＡＭ教育セミナー、ＳＴＥＡＭ学び隊も子どもたちに大人気で、先進的な取組とし

て県内外の教育関係者から注目されております。その他、秋から一般利用が始まった芝生

広場では、各種のスポーツフェスタが開催され、世代を超えた町民の交流が促進されまし
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た。 

 このように、各種イベントの開催では確かな手応えを感じているところでありますが、

コミュニティ・カフェの役割を担うべき総合棟１階レストランの利用が振るわないなど、

課題も見えております。今、ＪＲ西日本グループのコンサルティングにより、マツシゲー

ト全体の運営についてさらなる利活用と交流を進めるべく検討を重ねておりますので、レ

ストラン・カフェの刷新をはじめ、新たな誘客施設の展開など新年度以降の新たな取組に

ついて、議員各位のご理解とご協力を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

 それでは、改めまして、令和４年度の松茂町に関する国及び徳島県が実施する事業の概

要について申し上げます。 

 まず、国の旧吉野川河川改修事業では、引き続き、広島橋上流の堤防整備工事が行われ

ますとともに、広島橋下流でも整備に向けた取組が進められています。河口堰の下流部分

でも、引き続き、液状化対策が行われます。また、本町が国へ依頼する受託工事として進

められておりました北ノ川ポンプ場が完成いたしました。今後は、台風や近年頻発するゲ

リラ豪雨による内水氾濫から当該地域の暮らしを守るため、適正な運転管理に努めてまい

ります。 

 次に、県の事業では、本町沿岸部の第一種農地に塩害のない農業用水を供給することを

目的として、県営地盤沈下対策事業下板地区が実施されております。現在は、中喜来地区

での管路延伸と、山ノ手地区で配水管の布設、併せて、同地区の揚水機場の工事が行われ

ています。このほかにも、県による水利施設整備として中須入江川樋門の耐震化と併せた

改修工事が進められております。また、排水施設の長寿命化も進めており、県営ストック

マネジメント事業として、引き続き、豊岡排水機場の改修が行われます。 

 その一方で、県による徳島空港周辺整備事業の２期事業につきまして、今月、さらに５

年間の延伸協定を取り交わすことになりました。町としては、２期事業の速やかな実現が

期待されるところでありますが、県が滑走路北側の港湾整備に向けてニーズ調査を実施す

るという条件の下、４回目の延伸となったことをご報告申し上げます。 

 続きまして、松茂町財政状況について申し上げます。 

 令和２年度決算時点での財政上の数値は、財政構造の弾力性を示す経常収支比率

が７９.７％、自主財源の強さを示す財政力指数が０.８８２、そして、借入の状況を示す

実質公債費比率はマイナス３.６％となっております。いずれの数字も、徳島県内で比較

しますと良好な数値ではございますが、本町財政も、ほかの市町村と同様に年々厳しさを
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増しております。 

 特に歳出面におきましては、少子・高齢化が進む中で社会保障関係予算など義務的経費

が増加しており、財政の硬直化が懸念されます。 

 また、歳入面では、財源不足を補填するために、令和４年度予算編成でも財政調整基金

から３億５千１００万円を繰り入れることとしており、安定財源の確保が課題となってお

ります。 

 こうした中、明るい話題として、本町工業団地に進出したプライム・プラネット・エナ

ジー＆ソリューションズ社の大型設備投資が始まりました。同社は、トヨタ自動車とパナ

ソニックとの合弁企業で、本町で電気自動車専用の充電池の生産を行います。今後、同社

からの税収の伸びが想定され安定財源となりますことから、本町におきまして末永く事業

展開を賜りたいと願っております。 

 次に、令和４年度予算の概要について申し上げます。 

 令和４年度の歳入歳出予算の総額は６４億７,２００万円で、令和３年度当初予算と比

較して２,３００万円の増、率にいたしますと約０.４％の微増で前年並みの予算規模とな

っております。 

 歳入につきましては、４年度の自主財源は約３４億１００万円で、歳入に占める割合は

約５３％となっております。自主財源のうち、町財政の根幹をなす町税につきましては

約２６億３,８００万円を計上しており、３年度当初予算と比較して約１億５００万円の

増収を見込んでおります。 

 そのほか、自主財源といたしましては、財政調整基金から３億５千１００万円を繰入れ、

財源といたしております。依存財源では、地方交付税として６億７,７００万円を国有提

供施設等所在市町村助成交付金、いわゆる基地交付金で２億３００万円を、また、地方消

費税交付金で約３億４,８００万円を見込むとともに財源といたしております。 

 さらに、国の財源不足を地方が起債により補填する臨時財政対策債を１億１千万円借り

入れるとともに、認定こども園整備補助金の町負担分について６千万円を借入れ、財源と

いたしております。 

 一方、歳出につきましては、引き続き、徹底した経常的経費の節減・合理化に努めるこ

とにより、事業経費の効率的支出を図ることを第一とした予算編成といたしております。 

 それでは、次に、私が２期目に当たり重要施策と位置づけ強く推進する５つの重点施策

について、具体的な取組を申し上げます。 
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 まず、第１の重点施策は、防災・減災対策であります。 

 近年、全国各地で頻発する大水害や、今後３０年以内に発生する可能性が高まっている

南海トラフ巨大地震など、災害への備えは常に最優先・最重要の行政テーマとなっていま

す。既に町内４地区の特定避難困難地域は解消されましたが、発災時、１分１秒を争い避

難する中での利便性を向上させるため、本町としては、引き続き、町内全域において指定

緊急避難場所のさらなる確保に努めてまいりたいと考えております。ニュータウン地区の

南側で建設が進む郊外型ビジネスホテルの上層階を利用するなど、避難場所としての要件

を満たす民間施設等の利用を推進してまいります。 

 次に、ライフラインである上水道の耐震化を図るため、防衛省の補助を得て徳島空港基

地周辺水道施設設置助成事業を実施いたします。令和４年度におきましては、取水場管理

棟の改築と電気設備の更新を進めてまいります。 

 そのほか、治水事業として、都市下水路ポンプ場に関するストックマネジメント計画の

策定を推進し、将来にわたり、国費を財源とするインフラ整備・更新に目途をつけていき

ます。 

 次に、ハード面やインフラ整備以外での防災施策として、町民への啓発と訓練を積み重

ねることにより自主防災組織を育成し、自助・共助・公助の観点から地域の防災力を高め、

災害に強いまちづくりを推進します。例年秋に実施をしておりました総合防災訓練は、内

容と時期、会場を大きく見直し、一般町民向けに啓発を主とする防災フェスと、役場職員

の災害対応スキルを向上させる図上演習、そして、自主防災会が主体となる地域防災訓練

へと大きく３つに分けて発展させます。また、津波浸水高以上の防災壁に囲まれ災害復興

時の拠点となる交流拠点施設マツシゲートを活用し、防災キャンプ等の体験訓練ができる

防災学習の拠点としても利活用してまいります。そのほか、自助の第一歩として、耐震性

能に劣る個人住宅等の耐震化を進めるため、国・県の制度を活用した民間建築物等への補

助事業に取り組んでまいります。 

 次に、第２の重点施策は、子育てと教育環境の充実であります。 

 少子化が進む現代社会において、魅力的で特色ある子育て施策や学校教育を展開し、若

い世代にこの町で子どもを育てたいと感じ取ってもらうということは大変重要であります。

その第一歩として、町内の保育所の充実を図るため、町独自に松茂町保育士人材確保推進

事業を実施いたします。これは、町内の保育施設で働く保育士等に対して手当等を支給す

ることにより、優れた保育人材を町内の保育施設に定着させ、保育環境の充実を図るもの
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です。 

 次に、スマートフォンを活用した子育て世帯への支援策として、子ども・子育て支援サ

ービスアプリ「母子モ」を導入します。子育て情報の総合発信や母子健康手帳のデータを

活用していただくなどにより、子育て世帯の利便性向上につなげてまいります。 

 また、令和４年４月１日から、子どもはぐくみ医療の助成対象年齢を見直し、中学校卒

業までから高等学校卒業相当までへと拡大することにより、子育て支援のさらなる充実を

図ってまいります。なお、財源としては、防衛省の調整交付金を活用する計画でございま

す。 

 次に、令和４年の秋を目途として、役場福祉課内に子ども家庭総合支援拠点を設置いた

します。全ての子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に必要な支援を行う組織ですが、中

でも、要支援児童及び要保護児童等への支援の強化を図ってまいります。 

 次に、学校教育では、引き続き、学校を地域社会全体で支援するコミュニティ・スクー

ルを推進してまいります。 

 コミュニティ・スクールは、学校を取り巻く環境が多様化し学校に求められる役割が拡

大する中、子どもたちが自己有用感を高め、地域社会の一員として自覚を持って成長でき

るよう、設立した組織であり、令和４年度で３年目を迎えます。学校を核として、家庭、

地域、行政が協働し、地域全体で共通の教育施策を展開する取組を継続してまいります。

新年度では、子どもたちが、さらに多くの大人の価値観に出会う機会を設けることとして

おり、子どもたちの視野を広げるとともに、社会に順応し社会の形成に参画するために必

要な資質と能力を習得できるように努めてまいります。 

 次に、本年度から、本町の特化した教育として推進するＳＴＥＡＭ教育に新年度も力強

く取り組みます。これは、教科横断的な教育実践により、子どもたちの実社会での課題解

決能力を育成し、多様化する現代を生き抜くための力を育成するもので、マツシゲートに

おいて研究した指導案の例や教材を町内の小・中学校において実践してまいりたいと考え

ております。 

 次に、第３の重要施策は、地方創生の推進であります。 

 地方創生の原点は、全国的に進む少子・高齢化と人口減少への危機感にあります。我が

松茂町も例外でなく、既に町人口の４人に１人が高齢者という高齢化時代を迎えておりま

す。加えて、本年は、昭和２２年から２４年に生まれた団塊の世代が後期高齢者となり始

めることから、本町の高齢者施策は、５年後、１０年後を見据えて質・量共に一層の充実
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を図る必要があります。昨年５月に運行を開始した地域コミュニティバスは、そうした施

策の１つであり、初年度は、これまでの９カ月間で、高齢者のお買物やお出かけの足とし

て延べ８,２５５人、１日平均で約４０名が利用されました。新年度はさらなる利用を拡

大するため、徳島バスの路線再編をにらみながら、春と秋にダイヤ改正等を行い、町民生

活に必要不可欠なライフラインとして育ててまいります。 

 また、本町は、徳島阿波おどり空港が立地する東四国の玄関であり、本町の地方創生と

まちづくりを考えたときに、空路により東京に直結した優位性は、他の自治体にはない本

町の特徴となっております。新年度は、本町では、アフターコロナ施策に充当できるコロ

ナ交付金の活用策として、東京直結の優位性を生かし、アフターコロナの時代を見据えて

地域経済力推進事業を実施いたします。これは、東京の有名レストランと地方創生の協力

体制を築き、本町の新鮮な農産物の東京での販売、また、東京で開発された新しいレシピ、

新メニューの本町への導入などを進めてまいります。 

 次に、第４の重要施策は、ＳＤＧｓの推進であります。世界の中では松茂町は小さな町

にしかすぎません。しかし、地球の環境と人類の未来を考えたとき、今、私たちは、小さ

な町からでも何かできることを取り組まなければなりません。国連が掲げる持続可能な開

発目標ＳＤＧｓはそのための指針であり、私は、環境と未来のために、町民と一緒になっ

てＳＤＧｓを展開していきたいと考えております。新年度も、引き続き、役場全職員への

研修を行うとともに、全職員が仕事の中でＳＤＧｓを目標に掲げ、その達成に向けた取組

を推進してまいります。 

 最後に、第５の重要施策として、まちづくりを町民の皆様にお約束します。 

 ふるさと松茂町の未来のため、私はその発展を願い、常にあらゆるまちづくりの可能性

を探求しております。例えば、企業誘致に成功いたしますと、町財政にとっても町人口の

社会増という観点からも、大きな効果をもたらします。町内へ多くの企業が立地すること

は本町のまちづくりを進める上で必要不可欠であり、今から将来を見据えて布石を打つべ

きであります。今春の定期異動では、まちづくりを担当する課の体制を強化し企業誘致を

戦略的に進めたいと考えております。 

 最後に、５つの重点施策のほか、令和４年度に取組を進めてまいります重要施策につい

てご説明いたします。 

 まず、本町行政サービスのＡＩ・人工知能、ＲＰＡ・業務の自動化、ＤＸ・デジタル技

術による変革といった新技術への対応ですが、現在、国がデジタル庁を司令塔として市町
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村事務の標準化とクラウド化を進めておりますことから、住民基本台帳や税の手続など、

本町でも該当する事務は、新年度以降、国と歩調を合わせて新技術を導入することにいた

しております。他方でそれに該当しない事務については、本町として独自に新技術を導入

したいと考えており、新年度は、職員の労務管理や給与事務からデジタル化することにい

たしております。今後、徐々に間接部門をデジタル化することによって職員配置を再検討

し、将来的に住民サービスの向上につなげてまいりたいと考えております。 

 次に、コロナウイルス感染症を予防する新しい生活様式の中でキャッシュレスが推奨さ

れておりますことから、役場が収納いたしております町税などについても、新年度から、

クレジットカードやスマホ決済による収納を実施いたします。クレジットカードとスマー

トフォンがあれば、時間と場所にかかわらず町税などの納付ができ、町民の皆様にとって

大幅な利便性の向上が図れるものと思っております。 

 以上が、私が掲げる５つの重点施策を軸に、令和４年度の主要施策を紹介いたしました。

全般として投資的経費を抑制しつつ、地方創生とコロナ対策を強く推進し、また、防災訓

練、福祉、教育といったソフト事業に重点を置いた予算といたしました。 

 令和４年度も、私が職員の先頭に立って町政を前に進め、誰もが暮らしやすく笑顔あふ

れる松茂町となりますよう、努力をしてまいりますので、改めまして、議員各位のご理解、

ご協力をお願いし、私の所信表明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長【佐藤禎宏君】  議事都合により、小休いたします。再開を１１時１０分といた

します。 

午前１０時５８分小休  

                                         

午前１１時１０分再開  

○議長【佐藤禎宏君】  小休前に引き続き、再開いたします。 

 続きまして、日程第５、同意第１号「監査委員の選任について」を議題といたします。 

 吉田町長から発言を求められておりますので、これを許します。 

 吉田町長。 

○町長【吉田直人君】  それでは、令和４年第１回定例会に上程をいたしております議

案の提案理由の説明を申し上げます。 

 同意第１号、監査委員の選任につきましては、現在、監査委員として在任中の日根啓一

氏が令和４年３月９日をもって任期満了となりますことから、引き続き、日根啓一氏に監
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査委員をお願いいたしたく、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議員の同意を求

めるものでございます。 

 なお、日根氏の経歴につきましては、参考資料に添付いたしておりますので、ご覧いた

だき、ご同意をくださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長【佐藤禎宏君】  町長の提案理由の説明は終わりました。 

 これから質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

（質疑なし） 

○議長【佐藤禎宏君】  質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結いたします。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  これから採決に入ります。 

 同意第１号「監査委員の選任について」は、原案のとおり同意することにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【佐藤禎宏君】  異議なしと認めます。 

 よって、同意第１号「監査委員の選任について」は、原案のとおり可決決定いたしまし

た。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、日程第６、同意第２号「固定資産評価審査委員会

委員の選任について」を議題といたします。 

 吉田町長から発言を求められておりますので、これを許します。 

 吉田町長。 

○町長【吉田直人君】  引き続きまして、提案理由をご説明申し上げます。 

 同意第２号、固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、現在、固定資産評価

審査委員会委員として在任中の里見恒利氏と加島寿彦氏が令和４年３月３１日をもって任

期満了となりますことから、引き続き、里見氏と加島氏を固定資産評価審査委員会委員に

任命いたしたく、地方自治法第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるもので

ございます。 

 なお、各氏の経歴につきましては、参考資料に添付いたしておりますので、ご覧いただ
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き、ご同意くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長【佐藤禎宏君】  町長の提案理由の説明は終わりました。 

 これから質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

（質疑なし） 

○議長【佐藤禎宏君】  質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結いたします。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  これから採決に入ります。 

 同意第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」は、原案のとおり同意する

ことにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【佐藤禎宏君】  異議なしと認めます。 

 よって、同意第２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」は、原案のとおり

可決決定いたしました。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、日程第７、承認第１号「専決処分の承認を求める

ことについて」から、日程第２８、議案第２２号「令和４年度松茂町下水道特別会計予算」

までの承認１件、議案２１件を一括して議題といたします。 

 吉田町長から発言を求められておりますので、これを許します。 

 吉田町長。 

○町長【吉田直人君】  それでは、続きまして、議案の提案理由を申し上げます。 

 承認第１号、専決処分の承認を求めることにつきましては、地方自治法第１７９条第１

項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により議会に報告し、承

認を求めるものでございます。 

 承認をお願いいたします専決第１３号、令和３年度松茂町一般会計補正予算（第７号）

につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億１,５４０万円を追加し、補

正後の予算の総額を６８億６,４７６万３千円とするものであります。この補正予算は、

新型コロナウイルス感染症による国の経済対策として昨年末から行っております子育て世

帯臨時特別給付金に関する予算であります。 



 －21－ 

 次に、専決第１号、令和３年度松茂町一般会計補正予算（第８号）につきましては、既

定の歳入歳出の総額にそれぞれ１億９,３１８万６千円を追加し、補正後の予算の総額

を７０億５,７９４万９千円とするものであります。この補正予算は、国のコロナ克服・

新時代開拓のための経済対策として、住民税非課税世帯等に対して１世帯当たり１０万円

の臨時特別給付金を給付する事業を実施するものであります。 

 次に、議案第２号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきましては、人

事院が国家公務員の期末手当の引下げを勧告したことから、本町においても、期末手当を

年０.１５カ月分引き下げるものであります。 

 次に、議案第３号、特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条

例、及び議案第４号、松茂町議会議員の期末手当支給条例の一部を改正する条例につきま

しては、人事院勧告により一般職公務員の期末手当を引き下げることに併せて、国の特別

職の期末手当を引き下げる法律が閣議決定しましたことから、本町においても、特別職の

職員及び議会議員の期末手当を年０.１カ月分引き下げるものであります。 

 次に、議案第５号、松茂町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例につきましては、非正規職員の待遇を改善するため、板野郡町長会での合意

に基づき、本町会計年度任用職員の期末手当を年０.１カ月分引き上げるものであります。 

 次に、議案第６号、松茂町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましては、

全世帯対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行

に伴う関係政令の整備等に関する政令が昨年９月１０日に公布されたことに伴い、国民健

康保険税のうち、６歳までの未就学児に対して課する均等割額を減額する等、所要の改正

を行うものであります。 

 次に、議案第７号、松茂町子どもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、令和４年４月から、はぐくみ医療費の助成対象年齢を、これまでの

中学校修了までから、１８歳の誕生日後最初の３月３１日までに拡大する改正を行うもの

であります。 

 次に、議案第８号、松茂町民グラウンド設置及び管理に関する条例及び議案第９号、松

茂町夜間照明施設設置及び管理条例の一部を改正する条例２議案につきましては、松茂中

学校の第２グラウンドを新たに町民グラウンドとして大規模改修するに当たり、関係条例

を整備するものであります。 

 次に、議案第１０号、松茂町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
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につきましては、令和４年４月１日からスタートいたします公金収納の多様化に伴い、町

営住宅の家賃の納期限を町税等と同様に毎月末日にするため、所要の改正を行うものであ

ります。 

 次に、議案第１１号、町道路線の認定につきましては、開発行為に伴う道路の寄附があ

りましたので、道路法第８条第２項の規定により、新たに１路線を町道として認定するも

のであります。 

 次に、議案第１２号、町道路線の変更につきましては、福有１５号線において堤防の管

理道を町道として使用することに伴い、起点の変更を行うため、道路法第１０条第３項の

規定により、町道路線を変更するものであります。 

 次に、議案第１３号から議案第１５号まで、令和３年度補正予算に関する議案３件を提

案いたします。 

 まず、議案第１３号、令和３年度松茂町一般会計補正予算（第１０号）につきましては、

既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億６,５９３万７千円を追加し、補正後の予算の

総額を７２億３,５８８万６千円とするものであります。 

 今回の補正につきましては、普通交付税の確定による増額や事務事業の確定、見込みに

より生じた不用額の減額により、公共施設更新等準備基金積立金に１億５千万円、減債基

金積立金に１億１,１００万円、財政調整基金積立金に４,７４７万６千円を積立てるもの

であります。 

 なお、繰越明許費として、行政手続きオンライン化対応事業ほか６件で合計８,７７０

万１千円を翌年度に繰り越すものであります。 

 次に、議案第１４号、令和３年度松茂町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につ

きましては、既定の歳入歳出予算の総額に２,２１８万９千円を追加し、補正後の予算の

総額を１６億１,３７２万４千円とするものであります。 

 歳入の主なものといたしましては、一般会計繰入金５００万９千円、前年度繰越

金１,７１８万円などを増額補正し、国民健康保険税１１３万５千円を減額補正するもの

であります。 

 歳出といたしましては、基金積立金２,２１８万９千円を増額補正するものであります。 

 次に、議案第１５号、令和３年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第２号）につきま

しては、既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ５９３万３千円を減額し、補正後の予

算の総額を１１億３,０３４万１千円とするものであります。 
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 歳入の主なものといたしましては、支払基金介護給付費交付金として３,０５２万９千

円などを減額補正するものであります。 

 歳出の主なものといたしましては、介護給付費準備基金積立金として３千万１千円など

を増額補正し、施設介護給付費として２,４１５万円などを減額補正するものであります。 

 以上、令和３年度補正予算３件に引き続き、議案第１６号から議案第２２号まで、令

和４年度当初予算に関する議案７件を提案いたします。 

 まず、議案第１６号、令和４年度松茂町一般会計予算につきましては、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ６４億７,２００万円とするものであります。予算の概要及び事務事業の

主なものにつきましては、先ほど私の所信表明の中でご説明を申し上げたところでありま

す。 

 次に、議案第１７号、令和４年度松茂町国民健康保険特別会計予算につきましては、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１５億６,１８９万５千円とするものであります。これは、

令和３年度当初予算と比較して約１.７％の減額予算となっております。 

 歳入では、保険税率を令和３年度から据置きといたしまして、保険税として２

億９,０５５万３千円、県支出金において、保険給付費等交付金として１１億２,０７５

万８千円、一般会計繰入金として１億１,８８６万６千円などを計上いたしております。 

 歳出では、保険給付費として１１億１,５００万１千円、国民健康保険事業費納付金と

して４億２６８万２千円などを計上いたしております。 

 次に、議案第１８号、令和４年度松茂町介護保険特別会計予算につきましては、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ１０億７,５２０万２千円とするものであります。これは、令

和３年度当初予算と比較して約４.１％の減額予算となっております。 

 歳入では、保険料として２億４,６９４万８千円、一般会計繰入金として１億９,７２０

万３千円などを計上いたしております。歳出では、介護給付費として９億６,７１７万６

千円などを計上いたしており、適切な給付と介護予防・地域支援事業に取り組んでまいり

ます。 

 次に、議案第１９号、令和４年度松茂町後期高齢者医療特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億１５４万６千円とするものであります。これは、令

和３年度当初予算と比較して約４.８％の増額予算となっております。 

 歳入では、保険料として１億４,９８７万７千円、一般会計繰入金として５,０２９万９

千円などを計上いたしております。 
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 歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金として１億９,０５５万２千円などを計上い

たしております。 

 次に、議案第２０号、令和４年度松茂町長原渡船運行特別会計予算につきましては、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１,２７６万１千円とするものであります。これは、令和３

年度当初予算と比較して１.４％の増額予算となっております。今後とも、利用者が安全

で利便性の高い運行に努めてまいります。 

 次に、議案第２１号、令和４年度松茂町水道特別会計予算につきましては、公営企業の

独立採算の趣旨に沿いまして運営ができるよう編成をいたしております。 

 令和４年度の業務の予算量につきましては、給水戸数５,２２１戸、年間総配水

量２７４万３,０００㎥、１日平均配水量７,４９５㎥であります。水道事業の経営活動と

して発生する収益的収支における収入額、並びに支出額は４億６０７万１千円、建設改良

工事などを実施いたします資本的収支におきましては、収入額で９,７８９万７千円に対

し支出額２億３,６７２万６千円で、収支不足額１億３,８８２万９千円につきましては、

留保資金等により補填いたします。また、耐震化事業として、防衛省の補助を受け、取水

塔、管理棟の改築及び特殊電気設備工事を行います。安全で安心できる水道水の供給に努

め、健全な企業運営を進めてまいります。 

 次に、議案第２２号、令和４年度松茂町下水道特別会計予算につきましては、令和４年

度の業務予定量といたしまして、接続戸数１,４５０戸、年間処理汚水量７１万３,０００

㎥、１日平均処理水量１,９５３㎥であります。 

 下水道事業の経営活動として発生する収益的収支における収入額並びに支出額は３

億８,１６８万２千円、建設改良工事などを実施いたします資本的収支における収入額並

びに支出額は３億６,４５６万３千円とするものであります。 

 公共下水道の工事箇所につきましては、昨年の終点である吉野川育成園南側の町道を、

国道２８号の接続点まで約５５０ｍの管渠整備を計画いたしております。今年度も、接続

促進と設備機器の適正な維持管理に努め、下水道事業の的確な運営を図ってまいります。 

 以上が、提案理由の説明であります。ご審議の上、可決決定を賜りますよう、よろしく

お願いいたします。 

○議長【佐藤禎宏君】  ただいま議題となっております承認１件、議案２１件につきま

しては、８日再開予定の本会議において総括的な質疑を受けた後、各常任委員会に付託し

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長【佐藤禎宏君】  続きまして、日程第２９、請願第１号「国立病院の機能強化を

求める請願書」を議題といたします。 

 紹介議員の佐藤富男議員から発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

 佐藤富男議員。 

○９番【佐藤富男君】  それでは、議長の許可がありましたので、請願をお願いしたい

と思います。請願書の朗読により説明に代えさせていただきます。 

 受付は、令和４年２月１６日、紹介議員、私、佐藤富男でございます。 

 請願第１号、請願者名は、徳島県吉野川市鴨島町敷地１３５４、全日本国立医療労働組

合徳島地区協議会議長、工藤純子でございます。 

 件名は、国立病院の機能強化を求める請願書でございます。 

 戦後最悪といえる新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、感染症対策のみなら

ず、日本の医療体制の脆弱さが浮き彫りになりました。新型コロナに感染しても、受け入

れる病院・病床、スタッフの不足等、医療体制の逼迫した状況が続き、療養施設や自宅待

機を余儀なくされ、入院できぬままに亡くなるという痛ましい事例も相次ぎました。まさ

に医療崩壊の危機に直面する事態となりました。 

 国民の命と健康を守るのは国の責任です。そのためにも、全都道府県にネットワークを

持つ国立高度専門医療研究センター及び国立病院機構病院の診療・研究に関わる必要な経

費に国費を投入し、新興感染症対策など採算の取れないセーフティネット系医療において

中心的役割を果たせるよう機能強化をすることが、地域医療を守り充実させることにつな

がります。 

 また、新型コロナ蔓延時においては、人工呼吸器やＥＣＭＯ等、医療機器や取り扱うス

タッフが不足し、重症患者への対応が十分にできませんでした。さらに、現場では、マス

クや個人防護服などの必要物品が欠乏し、大幅な人員不足の上に十分な感染対策もできな

いまま患者対応せざるを得ない状況にも陥りました。 

 このように、必要な人員、医療機器、物品が欠乏し、国民の命が救えないなどという状

況はあってはならないことであり、国が責任を持って対策に取り組むことが必要です。 

 国立病院の機能を強化し、憲法第２５条に保障された国民の生存権及び国の社会的使命

を果たすよう、以下の事項を強く要望いたします。 

 下記事項につき、地方自治法第９９条に基づく意見書を決議していただけるよう請願い
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たします。 

 請願項目。 

 １、新型コロナ等の感染症や大規模災害から国民の命を守るため、国立病院の機能強化

すること。 

 ①大規模災害拠点病院である徳島病院の病床集約計画に対して、地域医療確保を損なう

病床削減は慎重に検討すること。 

 ②新型コロナ感染症受入れしている東徳島医療センターにおいて現在の病床数を確保し、

徳島県民の万全な医療が提供できるよう国立病院の機能強化を図ること。 

 ２、国立病院の機能強化を図るために、医師、看護師をはじめ全ての職員を確保するこ

と。 

 ３、国立病院の機能強化に必要な財源は、国の責任で確保すること。 

 ４、徳島病院の専門分野の機能充実・強化を図ること。 

 ５、各分野の専門家が必ず発生すると指摘している新興・再興感染症の拡大や大規模災

害から徳島県民の命と暮らしを守るために、国立病院をはじめとする公立公的病院の機能

の充実・強化を図ることというものでございます。 

 ３月１８日の閉会日には、議員各位の賛同をいただきまして、この請願が本議会を通り

ますよう、よろしくお願い申し上げ、私の説明といたします。ありがとうございました。 

○議長【佐藤禎宏君】  ただいまの請願第１号については、委員会付託を行わず、３

月１８日再開予定の本会議で審議したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【佐藤禎宏君】  異議なしと認めます。 

 よって、請願第１号については、委員会付託を行わず、３月１８日再開予定の本会議で

審議することに決定いたしました。 

                                         

○議長【佐藤禎宏君】  以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明日３月５日から３月７日までの３日間は、議案調査のため、休会といたしたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【佐藤禎宏君】  異議なしと認めます。 
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 よって、明日３月５日から３月７日までの３日間は、休会と決定いたしました。 

 次回は、３月８日、午前１０時から再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。どうもご審議ありがとうございました。 

午前１１時４３分散会  


